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大
分
県
労
福
協
は
、
６
月
29
日

の
第
19
回
定
期
総
会
で
確
認
さ
れ

た
新
年
度
の
活
動
方
針
に
基
づ
い

て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
日
程

配
置
や
当
面
す
る
取
り
組
み
の
検

討
を
行
い
、
８
月
９
日
に
開
催
し

た
「
第
１
回
三
役
会
議
」
で
（
案
）

と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
年
間
主
要
日
程
を
承
認
す

る
『
幹
事
会
』
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
総
選
挙
の
日
程
の
関
わ
り
も

あ
り
未
定
で
最
終
確
定
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
で
の
予

定
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
具
体
的

な
取
り
組
み
に
対
す
る
会
員
各
位

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　 
  

●
発
行
は
６
回
／
年
、
奇
数
月
の

　
初
旬
（
原
則
１
日
）
に
発
行 

●
機
関
紙
の
構
成 

８
面
構
成 

表

　
紙
（
題
字
）
・
県
労
福
協
・
地

　
区
労
福
協
・
ク
イ
ズ
で
２
面 

　
労
金
・
全
労
済
・
総
合
生
協
・

　
医
療
生
協
・
県
民
共
済
会
・
県

　
生
協
連
‥
各
１
面 

     
　 

  

●
05
年
９
月
５
日（
月
）15
時
00
分
〜

　
対
県
要
請
『
県
庁
』 

●
05
年
９
月
５
日（
月
）15
時
15
分
〜

　
16
時
30
分
　
労
働
者
福
祉
意
見

　
交
換
会
『
県
庁
』 

●
対
応
は
県
労
福
協
・
三
役 

   

●
開
催
日
時
…
05
年
10
月
10
日（
月
）

　〈
体
育
の
日
〉 

●
場
所
…
サ
ニ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

●
参
加
要
請
…
県
労
福
協
加
盟
お

　
よ
び
友
誼
団
体
・
組
織
の
役
員
、

　
職
員 

　
約
100
名 

　（
22
組
） 

   

●
開
催
日
時
…
05
年
11
月
15
日（
火
）

　
13
時
30
分
〜
16
時
00
分 

●
場
所
…『
全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
』 

●
開
催
要
領
…
講
演
と
活
動
報
告 

●
参
加
要
請
…
加
盟
組
織
の
役
職

　
員 

約
150
名 

  

●
開
催
日
時
…
06
年
３
月
26
日（
日
）

　
９
時
30
分
〜 

●
場
所
…
明
野
Ｏ
Ｂ
Ｓ
ボ
ウ
ル 

●
参
加
要
請
…
加
盟
組
織
お
よ
び

　
地
区
労
福
協
の
代
表
者 

約
300

　
名
（
100
チ
ー
ム
） 

  

『
第
49
回
大
分
県
勤
労
者 

　
　
創
作
美
術
展
』
労
福
協
共
催 

●
開
催
日
時
…
06
年
３
月
１
日（
水
）

　
〜
３
月
５
日（
日
） 

●
場
所
…
大
分
県
立
芸
術
会
館 

　（
大
分
市
牧
緑
町
１
番
16
号
） 

●
部
門
…
絵
画
、
書
道
、
写
真
、

　
彫
刻
・
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
・
イ

　
ラ
ス
ト 

●
出
品
申
込
…
06
年
１
月
16
日
〜

　
２
月
15
日 
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①  

20
　 

②  

団
塊 

第
20
回（
機
関
紙
63
号
） 

ク
イ
ズ
の
答
え 

＝
敬
称
略
＝ 

川
崎
　
正
子（
別
府
市
） 

清
水
　
道
枝（
別
府
市
） 

都
留
　
俊
明（
中
津
市
） 

阿
南
　
加
代（
臼
杵
市
） 

岩
男
　
英
子（
大
分
市
） 

金
当
　
直
子（
安
岐
町
） 

平
野
み
ち
子（
別
府
市
） 

加
藤
　
則
満（
大
分
市
） 

河
野
ひ
と
み（
大
分
市
） 

伊
藤
　
典
子（
武
蔵
町
） 

機
関
紙
63
号
の
第
20
回
ク
イ
ズ
に
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

        

　
大
分
県
労
福
協
副
会
長
で
あ
り
、

全
労
済
大
分
県
本
部
理
事
長
の
藤
元

宏
紀
氏
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
28

日
に
開
催
さ
れ
た
全
労
済
大
分
県
本

部
・
第
４
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、

県
本
部
理
事
長
を
退
任
と
同
時
に
県

労
福
協
副
会
長
も
辞
任
さ
れ
ま
し
た
。

氏
の
こ
れ
ま
で
の
長
き
に
亘
る
労
福

協
活
動
へ
の
ご
尽
力
に
感
謝
を
申
し

上
げ
る
と
同
時
に
今
後
の
ご
健
康
・

ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。
な
お
全
労
済
大
分
県
本

部
の
後
任
理
事
長
に
は
、
羽
明
省
三

氏
（
連
合
大
分
会
長
兼
務
）
が
就
任

さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　臼津地区労福協は、７月14日（木）18時30分から臼杵市
の「中央公民館」において、また大野地区労福協は、８月
３日（水）18時から豊後大野市「教育会館」において、それ
ぞれ新年度の定期総会が開催されました。 
　旧年度の活動・決算の報告、新年度の活動方針・予算（案）
と共に、新年度の役員についても、それぞれ満場一致で確
認されたところです。 

　氏　名　 

佐藤　一彦 

吉野　俊和 

野中　真澄 

野崎　賢一 

佐藤　民生 

瀧本　雅浩 

長岡　龍洋 

江藤　喜啓 

新　　伴秋 

岡村　芳則 

吉良　信輔 

染矢　啓二 

所　属　団　体 

連合大分臼津地協議長 

コープつくみ店長 

連合大分臼津地協副議長 

労働金庫津久見支店長 

連合大分臼津地協事務局長 

コープうすき店長 

労働金庫臼杵支店長 

連合豊肥地協大野地区連絡会 

労金運営委員 

連合豊肥地協大野地区連絡会 

連合豊肥地協大野地区連絡会 

労働金庫 

役　職 

会 長  

 

副 会 長  

 

事 務 局 長  

事務局次長
 

 

会 長  

副 会 長
 

 

事 務 局 長  

事務局次長 

臼
津
地
区
労
福
協 

豊
後
大
野
地
区
労
福
協 

２
０
０
５
年
度 

役
員
体
制 

　
県
労
福
協
は
、
06
年
度
の
大
分

県
当
初
予
算
編
成
に
対
す
る
労
働

者
福
祉
に
関
わ
る
要
請
内
容
に
つ

い
て
、
連
合
大
分
の
対
県
要
請
と

重
複
し
な
い
よ
う
な
形
で
福
祉
事

業
団
体
か
ら
の
要
請
内
容
を
ベ
ー

ス
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
日
程

の
関
係
も
あ
り
、
三
役
メ
ン
バ
ー

を
中
心
と
し
た
持
回
り
審
議
と
な

り
ま
し
た
が
、
以
下
の
内
容
で
取

り
ま
と
め
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
要
請
に
つ
い
て
は
、
９
月
５
日

15
時
か
ら
県
庁
で
、
労
福
協
三
役

が
対
応
し
て
行
う
予
定
で
す
。 

 

要
請
内
容
の
主
な
も
の
は
、 

１
、
勤
労
者
福
祉
の
充
実
・
強
化

　
に
向
け
て
、
中
小
企
業
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
ー
の
早
期
設
置
と
既

　
設
セ
ン
タ
ー
の
内
容
充
実
に
対

　
す
る
県
と
し
て
の
助
成
・
指
導
・

　
助
言
の
継
続
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

　
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
未
設
置
地
域

　
で
の
早
期
設
立
と
既
設
セ
ン
タ
ー

　
の
会
員
拡
大
な
ど
に
対
す
る
県

　
と
し
て
の
指
導
・
助
言
。 

２
、
九
州
労
金
・
全
労
済
大
分
・

　
総
合
生
協
・
勤
労
者
医
療
生
協
・

　
県
生
協
連
な
ど
の
協
同
事
業
団

　
体
の
育
成
や
助
成
に
む
け
た
積

　
極
的
な
支
援
措
置
の
実
施
。 

３
、
少
子
・
高
齢
社
会
へ
の
対
応

　
と
し
て
、
介
護
保
険
制
度
や
医

　
療
制
度
の
改
善
・
見
直
し
。 

４
、
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
に
関
わ
る

　
被
害
者
対
策
と
除
去
・
廃
棄
対

　
策
の
早
期
実
施
に
向
け
た
県
と

　
し
て
の
強
い
指
導
。 

な
ど
で
す
。 

　
大
分
東
地
区
労
福
協
の
恒
例
事

業
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
「
福
祉
研

修
会
」
が
７
月
10
日
の
午
後
か
ら

11
日
に
か
け
て
、
別
府
「
亀
の
井

ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

「
労
働
福
祉
事
業
団
体
の
現
状
と

課
題
」、「
県
労
福
協
の
当
面
す
る

課
題
」
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
九
州

労
金
大
分
県
本
部
、
全
労
済
大
分

県
本
部
（
保
険
・
介
護
）、
大
分

県
労
福
協
事
務
局
か
ら
講
師
を
要

請
、
組
織
や
団
体
の
現
状
と
当
面

す
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
認
識
を

深
め
、
あ
わ
せ
て
「
地
区
労
福
協

活
動
の
総

括
と
次
年

度
の
取
り

組
み
」
に

対
す
る
意

見
交
換
が

行
な
わ
れ

た
と
こ
ろ

で
す
。 

藤元 宏紀 
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理
事
長 

専
務
理
事 

理

事
 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

　
々
　 

監
事
長 

監

事

 

　
々
　 

 

全
労
済
大
分
県
本
部 

全
労
済
大
分
県
本
部 

連
合
大
分
事
務
局
長 

自
治
労
大
分
県
本
部
執
行
委
員
長 

大
分
県
教
組
執
行
委
員
長 

大
分
県
高
教
組
執
行
委
員
長 

富
士
紡
労
組
大
分
支
部
支
部
長 

東
芝
労
組
大
分
支
部
執
行
委
員
長 

基
幹
労
連
大
分
県
本
部
委
員
長 

Ｊ
Ｐ
Ｕ
大
分
県
連
絡
協
議
会
議
長 

ト
キ
ハ
労
働
組
合
執
行
委
員
長 

情
報
労
連
大
分
県
協
議
会
議
長 

化
学
総
連
大
分
地
連
代
表
幹
事 

大
分
バ
ス
労
働
組
合
執
行
委
員
長 

全
国
一
般
大
分
地
本
執
行
委
員
長 

西
大
分
地
区
推
進
委
員
長 

東
大
分
地
区
推
進
委
員
長 

別
杵
国
地
区
推
進
委
員
長 

臼
津
地
区
推
進
委
員
長 

豊
肥
地
区
推
進
委
員
長 

県
北
地
区
推
進
委
員
長 

久
大
地
区
推
進
委
員
長 

佐
伯
地
区
推
進
委
員
長 

 

連
合
大
分
副
事
務
局
長 

労
働
者
福
祉
協
議
会
事
務
局
長 

全労済では、1992年より共済事業の成果の一部を広
く社会に役立てるための助成事業を実施しています。
今回「2005年組合員環境活動助成」に対し、全国で
70団体の応募があり、その中から、66団体が選ばれ、
総額1483万円が助成されることになりました。大分
県では、下記の２団体が対象となります。 

2005年 組合員環境活動助成 

自
治
労
共
済
大
分
県
支
部 

共
済
事
務
局
長 

羽
明
　
省
三 

川
辺
　
　
修 

岡
本
　
泰
良 

棚
村
　
和
秀 

森
　
　
政
文 

横
道
　
信
哉 

羽
田
　
周
二 

　
橋
　
和
善 

開
田
　
恵
三 

馬
場
　
徳
明 

花
木
　
保
憲 

亀
井
　
弟
二 

挾
間
田
昌
治 

仲
野
　
浩
二 

野
浜
　
俊
之 

豊
田
　
隆
二 

野
畑
由
紀
夫 

原
田
　
孝
司 

長
田
　
徳
行 

江
藤
　
喜
啓 

是
木
　
秀
伸 

荒
川
　
正
行 

上
田
　
　
徹 

阿
部
　
　
巌 

石
本
　
建
二 

齊
藤
　
忠
夫 

　
全
労
済
大
分
県
本
部
は
、
去

る
７
月
28
日
に
全
労
済
ソ
レ
イ

ユ
に
お
い
て
、
第
４
回
通
常
総

代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

総
代
定
数
205
名
中
、
出
席
総
代

83
名
、
委
任
出
席
102
名
、
計
185

名
に
よ
り
総
代
会
が
成
立
し
、

議
長
団
に
は
大
分
交
通
労
組
の

藤
田
敏
博
総
代
・
山
九
労
連
九

州
東
労
組
の
豊
田
英
二
総
代
の

両
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。 

　
藤
元
宏
紀
全
労
済
大
分
県
本

部
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓

の
連
合
大
分 

羽
明
省
三
会
長
、

労
働
者
福
祉
事
業
団
を
代
表
し

て
労
福
協 

齊
藤
忠
夫
事
務
局
長
、

大
分
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

を
代
表
し
て
足
立
勇
一
代
表
理

事
の
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
議
案
審
議
に
つ
い
て
は
、
第

１
号
議
案
「
２
０
０
４
年
度
事

業
報
告
承
認
の
件
」、
第
２
号

議
案
「
全

労
済
本
部

総
会
の
議

案
審
議
の

件
」
以
下
、

第
９
号
議

案
「
そ
の

他
」
ま
で

異
議
な
く

満
場
一
致

で
承
認
さ

れ
、
総
代
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
本
年
度
は
役
員
改
選

の
年
に
あ
た
り
、
退
任
理
事
な

ら
び
に
新
役
員
体
制
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。 

　 
          

　
７
月
28
日
開
催
の
２
０
０
５

年
度
通
常
総
代
会
を
も
ち
ま
し

て
、
役
員
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。 

　
事
業
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
が

一
段
と
厳
し
い
折
柄
、
そ
の
職

責
の
重
さ
を
改
め
て
痛
感
し
、

微
力
な
が
ら
全
身
全
霊
を
傾
け

て
努
力
い
た
す
決
意
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支

援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   
●
藤
元
　
宏
紀 

理
事
長 

●
亀
山
　
　
哲 

副
理
事
長 

●
小
手
川
秀
雄 

専
務
理
事 

●
佐
々
木
直
行 

理
事 

●
戸
　
　
佳
到 
理
事 

●
阿
南
　
智
博 
理
事 

●
山
本
　
新
彦 

理
事 

＊
退
任
理
事
の
皆
様
に
は
、
長
期

間
に
亘
り
生
協
運
動
と
事
業
の
発

展
に
ご
努
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
対
し
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。 

羽明 省三 
理事長 

川辺 修 
専務理事 
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大
分
県
総
合
生
協
は
、
去
る
７

月
28
日
に
全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
に
お

い
て
、
全
労
済
大
分
県
本
部
の
総

代
会
に
引
き
続
き
、
２
０
０
５
年

度
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
花
木
理
事
よ
り
開
会
の
辞
の
後
、

議
長
団
お
よ
び
議
事
録
署
名
人
に

つ
い
て
は
、
全
労
済
大
分
県
本
部

総
代
会
よ
り
引
き
続
き
の
就
任
、

ま
た
、
書
記
に
つ
い
て
は
、
総
合

生
協
職
員
よ
り
２
名
の
任
命
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。 

　
議
案
審
議
に
つ
い
て
は
、
第
１

号
議
案
「
２
０
０
４
年
度
事
業
報

告
承
認
の
件
」、
第
２
号
議
案
「
２

０
０
４
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

お
よ
び
監
査
報
告
」、
以
下
、
第

11
号
議
案
「
そ
の
他
」
ま
で
意
義

な
く
満
場
一
致
で
拍
手
を
も
っ
て

承
認
さ
れ
、
総
代
会
を
終
了
し
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
本
年
度
は
役
員
改
選
の

年
に
あ
た
り
、
藤
元
宏
紀
理
事
長

が
退
任
し
、
新
理
事
長
に
「
羽
明

省
三
」、
非
専
の
副
理
事
長
に
「
亀

山
哲
」、
及
び
新
連
合
会
長
を
、

専
務
理
事
に
は
「
川
辺
修
」
の
各

氏
を
選
出
い
た
し
ま
し
た
。
新
役

員
体
制
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。 

  

　
２
０
０
５
年
度
の
役
員
体
制
に

つ
い
て
は
、
下
記
の
陣
容
に
て
、

組
合
員
を
中
心
と
し
た
生
協
運
動

と
事
業
の
発
展
の
た
め
に
誠
心
誠

意
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 



       

財
団
法
人 
大
分
県
勤
労
県
民
共
済
会 

理
事
長
　
亀
山
　
哲 

　
七
月
二
十
八
日
開
催
の
「
全
労

済
・
総
合
生
協
総
代
会
」
な
ら
び

に
「
県
民
共
済
会
評
議
員
会
」
で
、

十
五
年
間
携
わ
っ
て
き
た
総
合
生

協
常
勤
役
員
を
退
任
し
、
県
民
共

済
会
の
常
勤
理
事
長
に
就
任
し
ま

し
た
。 

　「
総
合
生
協
」
在
任
中
は
、
常

日
頃
か
ら
、
共
済
・
住
宅
・
旅
行
・

会
館
・
霊
園
等
々
、
総
合
生
協
の

各
事
業
に
ご
協
力
・
ご
利
用
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

　
こ
の
度
は
、
総
合
生
協
共
済
事

業
の
全
労
済
統
合
最
終
整
理
事
項

と
し
て
、「
県
民
共
済
会
」
は
、

今
年
度
よ
り
全
労
済
・
総
合
生
協

と
の
共
通
役
員
体
制
を
解
消
し
て
、

完
全
に
独
立
し
た
組
織
体
と
し
て

「
医
療
扶
助
共
済
」「
介
護
年
金

共
済
」
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

　
二
十
七
年
間
続
け
て
き
た
、
総

合
生
協
共
済
事
業
と
の
「
表
裏
一

体
運
営
」
の
解
消
に
加
え
て
、「
介

護
年
金
共
済
の
新
制
度
移
行
」
と

い
う
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
の
「
独

立
」
で
す
。 

　
取
り
巻
く
環
境
に
は
非
常
に
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、「
き
め
細
や

か
な
、
地
域
に
根
差
し
た
共
済
運

動
」
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ま
の
、
旧
に
倍
す
る
ご

支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

     

　
二
〇
〇
五
年
七
月
二
十
八
日
、

全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
に
て
二
〇
〇
五

年
度
第
一
回
評
議
員
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
評
議
員
定
数
二
十

九
名
に
対
し
、
出
席
評
議
員
二
十

二
名
、
委
任
評
議
員
七
名
に
よ
り
、

評
議
員
会
の
成
立
が
宣
言
さ
れ
、

議
長
に
羽
田
野
泉
評
議
員
を
、
議

事
録
署
名
人
に
長
田
徳
行
・
河
津

暁
爾
両
評
議
員
を
選
出
い
た
し
ま

し
た
。 

　
そ
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
、

二
〇
〇
四
年
度
事
業
報
告
・
決
算

報
告
並
び
に
二
〇
〇
五
年
度
事
業

計
画
（
案
）・
予
算
（
案
）
が
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
「
寄
付
行
為
の
一
部
改

正
」・「
共
済
制
度
の
一
部
改
正
お

よ
び
新
設
」
に
つ
い
て
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
今
年
度
は
役
員
の
改
選

期
で
あ
り
、「
役
員
選
挙
規
程
」

に
も
と
づ
い
た
選
挙
を
行
い
、
下

記
の
通
り
の
新
役
員
体
制
と
な
り

ま
し
た
。 
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現金及び預金 

その他の流動資産 

基本財産 

その他の固定資産 

繰延資産 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

3,010,741,650 

910,910,648 

200,000,000 

255,639,411 

3,099,600 

4,380,391,309

 

 

 

 

 

合計 

87.57％ 

4.89％ 
6.21％ 

0.21％ 

1.12％ 

共済責任準備金 

支払備金 

異常危険準備金 

その他の流動負債 

固定負債 

基金 

正味財産 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

2,670,928,092 

53,123,200 

367,824,975 

85,915,809 

27,841,637 

727,000,000 

447,757,596 

4,380,391,309

 

 

 

 

 

 

 

合計 

62.49％ 

1.23％ 

8.11％ 

1.88％ 

0.65％ 

17.79％ 

7.85％ 

借　方 貸　方 （単位：円） 

2005年5月31日現在 

（単位：円） 

科　　　目 金　　　　　　額 
１．基本財産運用収入 
２．事業収入 
　①共済事業収入 
　　火災共済 
　　医療扶助共済 
　　介護年金共済 
　　冠婚葬祭共済 
　　退職者医療共済 
　②公益事業収入 
３．運用財産収入 
４．貸付金返済収入 
５．特別収入 

当期収入合計 
１．事業支出 
　①共済事業支出 
　　火災共済 
　　医療扶助共済 
　　介護年金共済 
　　冠婚葬祭共済 
　　退職者医療共済 
　②公益事業支出 
２．管理費 
　①人件費 
　②物件費 
３．固定資産購入支出 

当期支出合計 
当期収支差額 

前期繰越収支差額 
次期繰越収支差額 

 
 
 

753,600 
630,036,990 
343,109,563 
114,670,815 
57,866,960 

 
 
 
 
 
 
 

148,208 
458,113,068 
287,582,161 
110,196,499 
53,724,355 

 
 

75,000,178 
33,632,253

8,000,000 
 

1,146,437,928 
 
 
 
 
 

421,000 
8,776,789 
265,206 

2,633,583 
1,166,534,506 

 
909,764,291 

 
 
 
 
 

2,613,502 
108,632,431 

 
 

13,504,700 
1,034,514,924 
132,019,582 
320,709,092 
452,728,674

科　　　目 金　　　　　　額 
【資産増加額】 
当期収支差額 
器具備品購入額 

ソフトウェア購入額 
役職員貸付金増加額 
出資金増加額 
【負債減少額】 

退職給与引当金取崩額 
増加額合計 

【資産減少額】 
役職員貸付金返済額 
繰延資産償却額 

ソフトウェア減価償却額 
車輌運搬具減価償却額 
器具備品減価償却額 
【負債増加額】 

退職給与引当金繰入額 
減少額合計 

当期正味財産増加額 
前期正味財産額 

期末正味財産合計額 

 
132,019,582 

220,000 
5,355,000 
6,000,000 
10,000 

 
1,919,700 

 
 

2,633,583 
5,359,200 
4,795,551 
723,114 

1,661,904 
 

3,302,426

143,604,582 
 
 
 
 
 

1,919,700 
 

145,524,282 
15,173,352 

 
 
 
 
 

3,302,426 
 

18,475,778 
127,048,504 
320,709,092 
447,757,596

正味財産増減計算書（2004年6月1日～2005年5月31日） 

収支計算書（2004年6月1日～2005年5月31日） 
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県
連
役
員
・
ト
ッ
プ
研
修
会

は
、
７
月
９
日（
土
）に
日
田
市

ホ
テ
ル
ソ
シ
ア
に
お
い
て
、
日

生
協
会
員
支
援
執
行
役
員
の
堀

田
修
氏
を
招
い
て
、
県
連
理
事
・

会
員
生
協
理
事
長
な
ど
42
名
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
研
修
会
は
、
冒
頭
に
足
立
県

連
会
長
が
「
地
域
生
協
で
は
個

配
事
業
で
は
伸
び
を
示
し
て
い

る
も
の
の
、
店
舗
事

業
で
は
厳
し
く
、
事

業
経
営
の
改
善
や
組

合
員
の
利
用
結
集
を

高
め
る
努
力
、
よ
り

競
争
力
の
あ
る
事
業

展
開
を
め
ざ
し
た
生

協
間
の
事
業
連
帯
の

強
化
、
職
域
で
は
、

行
財
政
改
革
に
伴
う

組
合
員
の
減
少
、
公

共
施
設
へ
の
民
間
業

者
の
進
出
等
で
事
業

経
営
は
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
っ
て
お
り
、

医
療
・
福
祉
で
は
診

療
・
報
酬
の
引
き
下

げ
、
医
療
保
障
制
度

の
改
悪
等
で
事
業
収

支
は
前
年
度
実
績
が

確
保
で
き
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
、
生
協
全

体
的
に
見
て
も
将
来
的
不
安
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回

は
「
こ
れ
か
ら
の
生
協
経
営
に

つ
い
て
」
研
修
す
る
こ
と
に
な

っ
た
旨
の
挨
拶
後
に
講
演
が
入

り
ま
し
た
。 

　
講
演
は
、「
激
動
の
時
代
を

生
協
と
し
て
生
き
残
る
た
め
に
」

と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
国
際
協
同
組
合
デ
ー
は
、
毎

年
７
月
第
一
土
曜
日
の
前
後
に
、

世
界
約
百
カ
国
で
、
協
同
組
合

運
動
の
発
展
を
祝
い
、
平
和
と

よ
り
良
い
生
活
を
築
く
た
め
に

運
動
の
前
進
を
誓
い
あ
う
大
会

で
す
。 

　
大
分
県
に

お
い
て
も
今

年
で
19
回
を

迎
え
た
「
国

際
協
同
組
合

デ
ー
大
分
県

大
会
」
が
２

０
０
５
年
７

月
12
日（
火
）

に
大
分
市
の

コ
ン
パ
ル
ホ

ー
ル
で
県
協

同
組
合
協
議

会
に
加
盟
す

る
10
団
体
よ

り
、
250
名
が

参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
大
会
は
ま

ず
、
県
協
同

組
合
協
議
会

の
栗
嶋
正
明

会
長
（
Ｊ
Ａ

大
分
中
央
会
）
が
、「
経
済
優

先
主
義
の
拡
大
で
環
境
破
壊
や

貧
困
虐
待
な
ど
社
会
的
不
安
が

広
が
る
中
、
人
々
の
『
協
同
』

が
新
し
い
意
味
を
持
ち
始
め
て

い
る
。
非
人
間
的
な
諸
問
題
を

解
決
す
る
手
段
と
し
て
、
組
合

活
動
を
活
性
化
さ
せ
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
挨
拶
、
来
賓
と
し
て

大
分
県
知
事
の
代
理
と
し
て
江

川
寛
県
農
林
水
産
部
審
議
監
が

祝
辞
を
代
読
さ
れ
た
後
、
大
分

県
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
の
真

鍋
ハ
マ
子
部
長
が
、「
環
境
保

全
活
動
へ
の
取
り
組
み
、
豊
か

な
地
域
社
会
づ
く
り
な
ど
の
４

項
目
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
読
み
上
げ
、
続
い
て
、

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
お
お
い

た
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
の
恩
田

佐
枝
子
さ
ん
が
、「
私
た
ち
は
、

こ
こ
に
「
協
同
」
の
意
味
と
「
協

同
組
合
」
の
価
値
・
役
割
を
あ

ら
た
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、

食
の
安
全
や
安
定
供
給
、
環
境

問
題
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り

組
み
、
健
康
で
豊
か
な
安
心
で

き
る
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、

よ
り
一
層
努
力
す
る
こ
と
を
誓

い
、
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。」

と
大
会
宣
言
を
提
案
し
、
採
択

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、「
食
べ
も
の
か
ら

ふ
る
さ
と
が
見
え
た
！
」
と
題

し
て
ビ
デ
オ
上
演
が
あ
り
、
昼

食
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
後
、

記
念
講
演
と
し
て
漫
才
師
の
林

家
ラ
イ
ス
・
カ
レ
ー
子
さ
ん
が

「
環
境
は
お
友 

達
」
と
題
し 

て
講
演
を
行 

い
ま
し
た
。 
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大
分
市
光
吉
台
の
「
寿
ク
ラ

ブ
」
が
開
い
た
健
康
教
室
で
大

分
協
和
病
院
の
山
下
理
学
療
法

士
が
講
師
を
つ
と
め
、
転
倒
と

老
化
防
止
の
講
演
と
実
技
指
導

を
行
い
ま
し
た
。 

　
無
重
力
の
宇
宙
で
は
力
を
つ

か
わ
な
い
の
で
、
野
口
さ
ん
も

長
く
宇
宙
に
い
る
と
筋
肉
が
衰

え
て
く
る
。
寝
込
ん
だ
と
き
で

も
筋
力
を
維
持
す
る
た
め
に
適

度
な
運
動
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　 　
骨
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
や
水
分
の
摂
取
が

必
要
な
こ
と
な
ど
食
事
面
で
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
忘
れ
ず
、
実
際

に
転
ば
な
い
歩
き
方
や
姿
勢
の

取
り
方
を
実
演
し
ま
し
た
。 

　
最
後
に
は
全
員
で
ゴ
ム
の
チ
ュ
ー

ブ
を
使
っ
た 

“転
倒
予
防
体
操
”

に
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
思
わ
ず

真
剣
に
な
り
過
ぎ
る
方
々
に
「
無

理
し
な
い
で
」
と
セ
ー
ブ
に
一

苦
労
で
す
。 

　
講
演
や
体
操
の
合
間
に

は
鋭
い
質
問
や
思
い
も
寄

ら
ぬ
質
問
が
飛
び
出
し
、

講
師
も
ユ
ー
モ
ア
一
杯
に

応
じ
て
笑
い
の
絶
え
な
い

平
均
約
80
歳
の
方
々
の
健

康
教
室
に
な
り
ま
し
た
。 

職
場
、
地
域
や
グ
ル
ー

プ
の
健
康
教
室
な
ど
に

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
出
か

け
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
深
刻
な

健
康
被
害
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
潜
伏
期
間
が
20

〜
40
年
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ア

ス
ベ
ス
ト
疾
患
の
発
病
の
ピ
ー

ク
は
、
こ
れ
か
ら
到
来
す
る
も

の
と
予
測
さ
れ
て
い
て
現
在
、

マ
ス
コ
ミ
報
道
な
ど
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
の
は
氷
山
の
一

角
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ア
ス
ベ
ス
ト
は
建
材
や
車
の

部
品
な
ど
身
の
周
り
に
幅
広
く

使
用
さ
れ
て
い
て
、
現
に
発
病

し
た
方
へ
の
治
療
や
補
償
、
今

後
の
除
去
対
策
な
ど
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
問
題
に
約
20
年
前

か
ら
取
り
組
ん
で
い
て
、
昨
年

11
月
に
は
東
京
で
「
世
界
ア
ス

ベ
ス
ト
会
議
」
の
開
催
を
成
功

さ
せ
た
医
師
の
名
取
雄
司
さ
ん

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 
 
 
 
　「人は動物によって癒される。病院の現
場にも動物を通じた癒しの環境作りをして
いきたい」と看護現場にアニマルセラピー（動
物療法）の導入をめざしているのは、静岡
県立大学看護学部の熊坂隆行助手です。 
　アニマルセラピーは日本でも普及し始め
ていますが、まだ老人ホームや障害者施設
などの一部に限られていて医療施設ではみ
ることはありません。すでに欧米では病室
だけでなく集中治療室や緩和ケア病棟でもペッ
トと一緒にいられるところができています。 
　学生の頃からアザラシ型ロボットや犬の
玩具を使って施設での研究を重ね、昨年か
らは愛犬家ボランティアの協力で病院内の
患者さんに癒し効果を確認できたというこ
とです。 
　熊坂助手は「動物は獣医師の検診をパス
すれば感染症などの問題はない。アニマル
セラピーの癒し効果をもっと多くの人に知っ
てもらいたい」と話し、近く静岡がんセンター
の緩和ケア病棟でアニマルセラピーの研究
を行う予定で、医師や看護師らと準備中です。 
　実際に生きている動物の力を借りた癒し
看護の効果が注目されています。 
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全
県
ブ
ロ
ッ
ク
別
推
進
研
修
会

を
、
会
員
の
代
表
者
お
よ
び
青
年

部
・
女
性
部
代
表
の
方
々
を
対
象

に
、
県
下
七
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
五
日
に

か
け
、
地
域
に
密
着
し
た
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
研
修
会
は
大
分
県
推
進
委
員
会

主
催
に
よ
る
、
組
合
員
の
生
活
改

善
・
生
活
防
衛
・
生
活
設
計
を
柱

と
す
る
全
県
統
一
テ
ー
マ
「
し
あ

わ
せ
創
造
運
動
の
更
な
る
定
着
を

目
指
し
て
」
＝
家
計
の
健
康
を
考

え
よ
う
＝
と
題
し
て
県
推
進
役
員

が
講
師
を
務
め
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
活
用
し
、問
題
提
起（
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
行
い
ま
し
た
。 

 

「
し
あ
わ
せ
創
造
運
動
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
３
つ
の
目
的 

①
「
多
重
債
務
・
自
己
破
産
」
か

　
ら
組
合
員
を
守
る
運
動 

②
労
金
の
商
品
を
活
用
す
る
事
で

　
組
合
員
の
可
処
分
所
得
を
向
上

　
さ
せ
る
運
動 

③
ろ
う
き
ん
商
品
を
ツ
ー
ル
と
し

　
た
労
働
組
合
の
組
織
強
化
と
拡

　
大
運
動 

　
ま
た
、
各
地
区
推

進
委
員
会
も
ブ
ロ
ッ

ク
独
自
の
テ
ー
マ「
会

員
か
ら
見
た
ろ
う
き

ん
運
動
」・「
し
あ
わ
せ
安
心
プ
ラ

ン
の
取
組
報
告
」・
弁
護
士
に
よ

る
「
マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
」
等
に
つ

い
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。 

　
研
修
後
の
意
見
交
換
も
活
発
に

行
わ
れ
、
金
利
比
較
や
借
換
え
試

算
表
を
提
示
し
た
こ
と
で
、
得
に

若
年
層
に
は
よ
り
分
か
り
や
す
く

好
評
で
し
た
。 


